




が主体となり年間延べ 50 ～ 100 日に及ぶ船舶を用いた目視
調査航海を行い、主要鯨類の資源量を分析している。これら
の航海の多くは、予め定められたコースおよび速度で航走し
ながら、調査員が双眼鏡あるいは肉眼によって船上から探索
を行うものである（図 4）。大型鯨類の資源量データ取得を
目的とする航海においても、小型鯨類の分布および資源量に
ついての情報を並行して収集している。これら調査航海では
各種の実験なども行っており、系群研究のための皮膚組織の
バイオプシー（1993 年より）、行動解析のためのダートタグ
装着（1998 年より）やポップアップタグ装着（2002 年より）
も実施している。これらは遊泳中の小型鯨類を捕獲すること
なく、船上から実施できる調査手法である。また、目視調査
中に撮影された写真を用いた個体識別による個体の消長や移
動などの解析を目的としたデータも収集されている。さらに、
対象資源の特性に応じて航空機による目視調査が実施されて
いる（適用例：スナメリ。魚種別解説に詳しい）。

資源調査のもう一つの柱は、漁獲物調査である。小型捕鯨
業については水産庁国際課捕鯨班と連携して監督業務を兼ね
た調査員を捕鯨基地に派遣し、漁獲物について詳細な生物調
査を実施している（性別、体長、年齢（歯牙の計測と採取）、
性成熟と繁殖状態（精巣、精巣上体、乳腺、子宮、卵巣、胎
児の計測と採取）、脂皮厚の計測、外部形態計測、DNA 試料

（表皮組織片）の採取、肋骨、脊椎骨の計数など）。また、捕
鯨船では操業努力量（探鯨時間、追尾時間など）、発見捕獲
位置、時刻などの操業に係る情報が記録されている。

いるか漁業の漁獲物調査については、小型捕鯨業の調査に
準じ、各地の状況に応じて調査を実施している。和歌山県の

追い込み漁業については、国際水研が詳細な調査を実施して
いる（図 5）。追い込み漁業は生体を得られる漁業であるため、
国際水研は、衛星標識など各種の標識を装着して放流し、移
動ルートや回遊範囲を把握する調査も実施している。沖縄県
では漁業管理施策の一環として、漁業者から漁獲物の体長・
性別や年齢、系群研究用の試料を収集し、分析を国際水研に
依頼している。

3. これまでの調査結果・推定資源量・資源管理

前回（2007 年までに公表）の推定値は、データ取得か
ら 10 年以上が経過しており、特にマゴンドウとハンドウイ
ルカについて推定値の改訂作業が求められていた。そこで
2014 年に、分布状況の把握と資源量推定値の更新を目的に、
複数船舶を利用した広域一斉目視調査が実施され、資源量推
定値が更新された（表 2）。目視調査に付随した実験からは、
データロガーやポップアップタグによるツチクジラ、スジイ
ルカ、カマイルカ、オキゴンドウの潜水時系列データが得ら
れている。g(0)（目視調査線上の発見確率）推定や摂餌生態
解明のためにさらにデータを蓄積中である。また、資源量推
定に関しては、従来の推定法に代わり、海洋環境も考慮した
空間モデルを応用した新たな手法による解析にも取り組んで
いる。

漁獲物調査から得られた試料によってツチクジラ、マゴン
ドウ、ハンドウイルカ、イシイルカ、カマイルカの系群研
究が進められており、得られた系群構造に関する知見が資

図 4. 鯨類を探索中の調査員（目視調査航海） 図 5. 太地における漁獲物調査

表 2. 主な小型鯨類の資源量推定値
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源管理に適用されている。2007 年にはイシイルカの魚種別
解説に示された Potential Biological Removal（PBR）（Wade 
1998）の考え方が水産庁によって導入され、以降の捕獲枠
の設定に活用されている。
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